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は
じ
め
に

周
知
の
通
り
、
唐
の
杜
佑
の
手
に
成
る
『
通
典
』
と
は
、
太
古
か
ら
―
若
干
の

例
外
は
あ
る
が
―
唐
の
玄
宗
朝
ま
で
に
亘
る
諸
制
度
の
沿
革
を
記
し
た
著
作
で
あ

る
。『
通
典
』
は
代
宗
の
大
暦
年
間
（
七
六
六
–
七
七
九
年
）
に
ほ
ぼ
完
成
し
、
徳

宗
の
貞
元
十
七
（
八
〇
一
）
年
に
上
献
さ
れ
た
と
さ
れ）

1
（

、
同
時
代
的
に
高
評
価
を

得
て
唐
代
の
知
識
人
の
間
に
広
ま
っ
た
と
も
さ
れ
る）

2
（

。
ま
た
、
特
に
唐
代
に
関
す

る
叙
述
が
、
同
時
代
史
料
を
多
く
用
い
た
史
料
的
価
値
の
高
い
も
の
と
言
わ
れ
る）

3
（

。

し
か
し
、
史
料
的
価
値
の
高
い
と
言
わ
れ
る
『
通
典
』
の
唐
代
に
関
す
る
叙
述
に

は
、
複
雑
な
叙
述
過
程
も
存
在
し
た
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
の
一
つ
が
、
石

野
智
大
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

石
野
氏
は
、『
通
典
』
巻
三
十
三
、
職
官
典
十
五
、
郷
官
条
の
唐
代
に
お
け
る
記

述
の
史
料
来
源
を
分
析
し
、
同
条
が
法
制
史
料
を
杜
佑
が
加
工
し
た
も
の
と
唐
代

前
期
の
史
料
と
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
具

体
的
に
言
う
と
、『
通
典
』
の
郷
里
組
織
に
関
す
る
記
事
は
、「
開
元
二
五
年
戸
令

に
基
づ
き
な
が
ら
、
唐
令
中
の
一
部
の
文
言
の
順
序
を
並
び
替
え
、
そ
の
後
に
唐

令
に
な
い
郷
へ
の
耆
老
設
置
の
記
事
を
組
み
込
み
、
最
後
に
天
宝
一
二
載
も
し
く

は
一
三
載
の
勅
文
を
踏
ま
え
て
、『
亦
曰
父
老
』
の
四
字
を
追
記
し
た
も
の
」
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、『
通
典
』
に
お
け
る
複
雑
な
叙
述
過
程
の
存
在
が

見
て
取
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
石
野
氏
は
そ
の
考
察
結
果
に
基
づ
き
、
郷
官
条
に
つ

い
て
は
、
唐
代
の
記
事
を
一
律
に
扱
う
事
が
で
き
ず
、
背
後
に
存
在
す
る
典
拠
史

料
の
年
代
や
性
格
を
考
慮
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る）

4
（

。

斯
様
に
『
通
典
』
の
叙
述
に
関
す
る
検
討
を
加
え
た
研
究
は
、
石
野
氏
の
み
で

は
な
い）

5
（

。
例
え
ば
、
曾
貽
芬
氏
は
、『
通
典
』
食
貨
典
と
歴
代
正
史
食
貨
志
を
比

較
し
、
土
地
問
題
等
に
つ
い
て
『
通
典
』
で
は
歴
代
正
史
よ
り
増
補
が
見
ら
れ
、
そ

こ
に
杜
佑
の
思
想
が
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る）

6
（

。
ま
た
、
李
錦
繍
氏
は
、

『
通
典
』
に
お
い
て
先
行
史
料
が
ど
の
よ
う
に
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う

点
か
ら
分
析
を
行
い
、『
通
典
』
辺
防
典
の
西
戎
部
分
が
杜
佑
の
辺
境
防
衛
思
想
を

強
く
反
映
さ
せ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
事
を
論
じ
て
い
る）

7
（

。

こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
、『
通
典
』
の
叙
述
に
お
い
て
、
杜
佑
の
思
想
を
強
く
反
映

し
た
叙
述
や
、
杜
佑
に
よ
る
叙
述
の
加
工
が
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
も
の

と
言
っ
て
良
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
の
研

一



究
上
の
問
題
関
心
に
沿
っ
て
『
通
典
』
に
史
料
批
判
を
加
え
て
い
る
も
の
と
も
言

え
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
通
典
』
の
史
料
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
、
踏
み
込
ん
だ

検
討
を
展
開
す
る
性
格
を
持
つ
と
は
言
い
難
い
面
が
あ
る
。
と
は
言
え
、『
通
典
』

が
唐
代
史
研
究
に
お
け
る
重
要
史
料
で
あ
る
な
ら
ば
、『
通
典
』
そ
の
も
の
の
持
つ

史
料
と
し
て
の
性
格
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
、
明
ら
か
に

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う）

8
（

。
本
稿
は
、
か
か
る
観
点
か
ら
、『
通
典
』
全
体
へ

の
史
料
批
判
的
検
討
を
見
据
え
た
研
究
を
展
開
す
る
事
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。た

だ
、『
通
典
』
は
全
二
百
巻
も
あ
る
大
部
な
書
物
で
あ
る
た
め
、
そ
の
全
て
を

一
つ
の
論
文
で
分
析
し
き
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
通
典
』
の

史
料
的
性
格
を
検
討
す
る
端
緒
と
し
て
、
職
官
典
に
お
け
る
太
僕
卿
条
の
唐
代
に

関
連
す
る
部
分
を
取
り
上
げ
、
そ
の
叙
述
に
分
析
を
加
え
て
い
き
た
い
。
唐
代
の

部
分
を
取
り
上
げ
る
事
は
、『
通
典
』
が
特
に
唐
代
の
内
容
に
お
い
て
高
い
史
料
的

価
値
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
も
、
必
要
な
作
業
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
何

故
、
そ
の
中
で
も
職
官
典
の
太
僕
卿
条
な
の
か
と
言
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
理
由

が
あ
る
。
即
ち
、
唐
代
に
お
け
る
太
僕
寺
は
、
馬
政
と
い
う
重
要
な
部
門
を
担
当

す
る
官
署
で
あ
っ
た
。
馬
は
前
近
代
に
お
け
る
最
強
の
陸
上
軍
事
戦
力
た
る
騎
馬

兵
を
組
織
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
動
物
で
あ
り
、
そ
の
管
理
が
国
家
の
重
要
事
で

あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
う
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
本
稿
で
示
す
よ
う
に
、

『
通
典
』
職
官
典
は
馬
政
―
就
中
『
通
典
』
が
主
た
る
叙
述
対
象
と
す
る
唐
前
半
期

に
お
け
る
馬
政
の
中
心
的
制
度
で
あ
る
監
牧
制
―
に
つ
い
て
、
詳
細
な
叙
述
を
し

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
『
通
典
』
の
叙
述
の
性
格
を
考
え
る
手
掛
か
り
が
あ

る
と
考
え
た
た
め
、
太
僕
卿
条
を
検
討
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

ま
ず
、
本
稿
が
分
析
の
対
象
と
す
る
『
通
典
』
巻
二
十
五
、
職
官
典
七
、
太
僕

卿
条
の
唐
代
部
分）

9
（

を
示
し
て
お
こ
う
。

❶
大
唐
龍
朔
二
年
、
改
太
僕
爲
司
馭
、
咸
亨
初
復
舊
。
光
宅
元
年
改
爲
司
僕
、

神
龍
初
復
舊
。

❷
卿
一
人
、
掌
馭
五
輅
。

❸
少
卿
本
一
員
、
景
雲
元
年
加
一
員
、
領
乘
黃
・
典
廄
・
典
牧
・
車
府
等
四

署
、
署
各
有
令
。

❹
天
下
監
牧
置
八
使
・
五
十
六
監
。

❺
﹇
貞
觀
初
、
僅
有
牧
牝
三
千
匹
、
從
赤
岸
澤
徙
之
隴
右
。
十
五
年
、
始
令

太
僕
卿
張
萬
歳
勾
當
群
牧
。
至
麟
德
四
十
年
閒
、
馬
至
七
十
萬
六
千
匹
。

置
八
使
、
領
六
監
、
初
置
四
十
八
監
、
跨
蘭
・
渭
・
秦
・
原
四
州
之
地
。
猶

爲
隘
狹
、
更
析
八
監
、
布
於
河
曲
。
其
時
天
下
以
一
縑
易
一
馬
。
儀
鳳
三

年
、
少
卿
李
思
文
檢
校
隴
右
諸
牧
監
、
方
稱
使
。
爾
後
或
戎
狄
外
侵
、
或

牧
圉
乖
散
、
洎
乎
垂
拱
、
潛
耗
太
半
。
開
元
初
、
牧
馬
二
十
四
萬
匹
、
十

三
年
、
加
至
四
十
五
萬
匹
。
初
有
牛
三
萬
五
千
頭
、
是
年
、
有
五
萬
頭
。

初
有
羊
十
一
萬
二
千
口
、
是
年
、
有
二
十
萬
六
千
口
、
盛
於
垂
拱
。﹈

❶
大
唐
、
龍
朔
二
（
六
六
二
）
年
、
太
僕
を
改
め
て
司
馭
と
爲
し
、
咸
亨

の
初
に
舊
に
復
す
。
光
宅
元
（
六
八
四
）
年
、
改
め
て
司
僕
と
爲
し
、
神

龍
の
初
に
舊
に
復
す
。

❷
卿
、
一
人
、
馭
五
輅
を
掌
る
。

❸
少
卿
、
本
は
一
員
、
景
雲
元
（
七
一
〇
）
年
に
一
員
を
加
え
、
乘
黃
・

典
廄
・
典
牧
・
車
府
等
の
四
署
を
領
し
、
署
は
各
〻
令
有
り
。

二
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❹
天
下
の
監
牧
、
八
使
・
五
十
六
監
を
置
く
。

❺
﹇
貞
觀
の
初
、
僅
に
牧
牝
三
千
匹
有
り
、
赤
岸
澤
よ
り
之
を
隴
右
に
徙

す
。
十
五
（
六
四
一
）
年
、
始
め
て
太
僕
卿
の
張
萬
歳
を
し
て
群
牧
を

勾
當
せ
し
む
。
麟
德
に
至
る
ま
で
の
四
十
年
閒
、
馬
、
七
十
萬
六
千
匹

に
至
る
。
八
使
を
置
き
、
六
監
を
領
せ
し
め
、
初
め
四
十
八
監
を
置
き
、

蘭
・
渭
・
秦
・
原
四
州
に
地
に
跨
る
。
猶
お
隘
狹
を
爲
せ
ば
、
更
め
て

八
監
を
析さ

き
、
河
曲
に
布
す
。
其
の
時
の
天
下
、
一
縑
を
以
て
一
馬
に

易
う
。
儀
鳳
三
（
六
七
八
）
年
、
少
卿
の
李
思
文
、
隴
右
の
諸
牧
監
を

檢
校
す
る
に
、
方
め
て
使
と
稱
す
。
爾
後
、
或
い
は
戎
狄
、
外
侵
し
、
或

い
は
牧
圉
、
乖
散
し
、
垂
拱
に
洎
ん
で
、
潛
耗
す
る
こ
と
太
半
。
開
元

の
初
、
牧
馬
二
十
四
萬
匹
、
十
三
（
七
二
五
）
年
、
加
え
て
四
十
五
萬

匹
に
至
る
。
初
め
牛
三
萬
五
千
頭
有
り
、
是
の
年
、
五
萬
頭
有
り
。
初

め
羊
十
一
萬
二
千
口
有
り
、
是
の
年
、
二
十
萬
六
千
口
有
り
、
垂
拱
よ

り
盛
ん
な
り
。﹈

右
の
史
料
が
、
大
凡
如
何
な
る
内
容
を
記
し
て
い
る
の
か
を
番
号
に
即
し
て
整

理
す
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

❶
唐
歴
代
の
官
署
の
名
称
変
更
を
跡
付
け
る
。

❷
太
僕
卿
の
定
員
と
そ
の
職
掌
の
説
明
。

❸
太
常
少
卿
の
定
員
の
変
動
と
、
そ
の
管
轄
の
説
明
。

❹
太
僕
寺
が
管
理
す
る
監
牧
の
数
の
提
示
。

❺ 

注
釈
に
よ
る
補
足
説
明
。
な
お
、
そ
の
多
く
が
張
説
「
大
唐
開
元
十
三
年
隴

右
監
牧
頌
德
碑
」
と
一
致
す
る）

10
（

。

紙
幅
の
都
合
も
あ
っ
て
、
全
て
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
事
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

本
稿
は
特
に
❸
と
❹
と
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
行
い
た
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
こ

の
二
か
所
に
お
い
て
特
に
特
徴
的
な
叙
述
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
章
を
分
け
て
、
考
察
を
加
え
て
い
こ
う
。

一
、
❸
「
少
卿
本
一
員
、
景
雲
元
年
加
一
員
」
に
つ
い
て

前
掲
『
通
典
』
❸
に
お
い
て
、
太
僕
少
卿
の
定
員
は
、「
少
卿
本
一
員
、
景
雲
元

年
加
一
員
」
と
や
や
迂
遠
な
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
が
『
通
典
』

職
官
典
に
共
通
す
る
書
き
方
な
の
か
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
太
僕

寺
を
含
め
た
九
寺
の
少
卿
に
つ
い
て
、『
通
典
』
及
び
『
大
唐
六
典
』、『
唐
会
要
』

に
お
け
る
定
員
数
の
増
減
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
、
次
頁
の
【
唐
九
寺
少
卿
の
定

員
数
増
減
比
較
表
】
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
少
卿
本
一
員
、
景
雲
元
年
加
一
員
」
と
は
『
通

典
』
に
共
通
し
た
書
き
方
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
太
僕
の
み
が
例
外
と
い
う

訳
で
も
な
い
。『
通
典
』
の
九
寺
少
卿
の
定
員
数
の
書
き
方
の
違
い
を
整
理
す
る
と

左
の
三
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
よ
う
。

ａ
．
本
文
で
定
員
数
変
更
の
沿
革
を
示
す
《
太
僕
・
鴻
臚
》

ｂ
．
注
で
定
員
数
変
更
の
沿
革
を
示
す
《
太
常
・
衛
尉
・
宗
正
・
大
理
・
太
府
》

ｃ
．
定
員
数
変
更
の
沿
革
を
記
さ
な
い
《
光
禄
・
司
農
》

一
見
し
て
、
そ
の
叙
述
の
形
式
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
事
が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
、

杜
佑
が
九
寺
の
少
卿
の
定
員
数
を
統
一
的
な
形
式
で
叙
述
し
よ
う
と
は
―
少
な
く

と
も
積
極
的
に
は
―
し
て
い
な
か
っ
た
事
が
推
知
さ
れ
よ
う
。
た
だ
、『
通
典
』
巻

三

『
通
典
』
職
官
典
叙
述
小
考



【
唐
九
寺
少
卿
の
定
員
数
増
減
比
較
表
】

寺
名

『
通
典
』
本
文

『
通
典
』
注

『
大
唐
六
典
』
本
文

『
大
唐
六
典
』
注

『
唐
会
要
』

太
常

少
卿
二
人
、
通
判
。（
巻
二
十
五
）
餘
寺
少
卿
職
並
同
。
太
常
少
卿
本
一

員
、
神
龍
中
加
一
員
。

少
卿
二
人
、
正
四
品
上
。

（
巻
十
四
）

皇
朝
武
德
中
、
置
一
人
。
貞

觀
中
、
加
置
二
人
。

神
龍
元（
七
〇
五
）年
七
月
三
十
日
、
加
一
員
、
徐

彥
伯
爲
之
。（
巻
六
十
五
）

光
禄

少
卿
二
人
。（
巻
二
十
五
）

少
卿
二
人
、
從
四
品
上
。

（
巻
十
五
）

皇
朝
置
一
人
、
貞
觀
中
、
加

置
二
人
。

本
一
員
。
景
龍
二（
七
〇
八
）年
十
一
月
四
日
、
加

一
員
、
以
劉
正
爲
之
。（
巻
六
十
五
）

衛
尉

少
卿
二
人
。（
巻
二
十
五
）

初
、
少
卿
一
人
、
太
極
元
（
七
一
二
）

年
、
加
一
人
。

少
卿
二
人
、
從
四
品
上
。

（
巻
十
六
）

貞
觀
中
置
二
人
。

本
一
員
。
景
雲
二（
七
一
一
）年
十
一
月
四
日
、
加

一
員
、
以
傅
忠
孝
爲
之
。（
巻
六
十
五
）

宗
正

少
卿
二
人
。（
巻
二
十
五
）

初
、
少
卿
一
人
、
太
極
元
（
七
一
二
）

年
加
置
一
人
。

少
卿
二
人
、
從
四
品
上
。

（
巻
十
六
）

本
一
員
。
景
雲
二（
七
一
一
）年
十
一
月
四
日
、
加

一
員
、
以
姜
晞
爲
之
。（
巻
六
十
五
）

太
僕

少
卿
本
一
員
、
景
雲
元（
七
一
〇
）

年
加
一
員
。（
巻
二
十
五
）

少
卿
二
人
、
從
四
品
上
。

（
巻
十
七
）

隋
加
至
二
員
、
煬
帝
降
為
從

四
品
上
、
皇
朝
因
之
。

景
雲
元
（
七
一
〇
）
年
八
月
、
加
一
員
、
韓
思
復

爲
之
。（
巻
六
十
六
）

大
理

少
卿
二
人
。（
巻
二
十
五
）

永
徽
六
（
六
五
五
）
年
、
初
置
少
卿

一
人
。
神
龍
元
（
七
〇
五
）
年
、
又

加
一
員
。

少
卿
二
人
、
從
四
品
上
。

（
巻
十
八
）

皇
朝
置
二
人
。

本
一
員
。
永
徽
六（
六
五
五
）年
八
月
十
二
日
、
初

置
。
神
龍
元
（
七
〇
五
）
年
、
加
一
員
、
以
侯
善

業
爲
之
。（
巻
六
十
六
）

鴻
臚

少
卿
本
一
員
、
景
雲
二（
七
一
一
）

年
加
一
員
。（
巻
二
十
六
）

少
卿
二
人
、
從
四
品
上
。

（
巻
十
八
）

皇
朝
武
德
中
置
一
人
、
貞
觀

中
加
置
二
人
。

本
一
員
。
景
雲
二（
七
一
一
）年
十
一
月
四
日
、
加

一
員
。
以
劉
興
爲
之
。（
巻
六
十
六
）

司
農

少
卿
二
人
。（
巻
二
十
六
）

少
卿
二
人
、
從
四
品
上
。

（
巻
十
九
）

武
德
初
四
員
。
貞
觀
二
（
六
二
八
）
年
減
兩
員
。

（
巻
六
十
六
）

太
府

少
卿
二
人
。（
巻
二
十
六
）

龍
朔
元
（
六
六
一
）
年
、
置
少
卿
二

人
、
分
監
兩
都
事
。
太
極
元
（
七
一

二
）
年
、
又
加
一
人
。

少
卿
二
人
、
從
四
品
上
。

（
巻
二
十
）

隋
煬
帝
加
至
二
人
、
降
爲
從

四
品
。
皇
朝
減
一
人
、
貞
觀

中
復
置
二
人
。

武
德
初
、
置
二
人
。
貞
觀
元
（
六
二
七
）
年
、
省

兩
員
。
龍
朔
二
（
六
六
二
）
年
正
月
十
五
日
、
加

一
員
、
以
韋
思
齊
爲
之
。
太
極
元
（
七
一
二
）
年

十
二
月
十
八
日
、
又
加
一
員
、
分
爲
兩
京
檢
校
。

以
崔
諤
爲
之
。（
巻
六
十
六
）
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二
十
五
、
職
官
典
七
、
総
論
諸
卿
﹇
少
卿
附
﹈
に
、

大
唐
九
寺
與
北
齊
同
。
卿
各
一
人
、
少
卿
各
二
人
、
丞
以
下
有
差
。

大
唐
九
寺
、
北
齊
と
同
じ
。
卿
、
各
〻
一
人
、
少
卿
、
各
〻
二
人
、
丞
以

下
、
差
有
り
。

と
あ
る
か
ら
、
九
寺
の
少
卿
が
定
員
二
名
で
あ
る
事
は
杜
佑
も
知
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
不
統
一
な
叙
述
形
式
は
、
杜
佑
が
基
づ
い
た

史
料
に
拠
る
も
の
だ
と
、
差
し
当
た
り
考
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
杜

佑
は
先
行
史
料
の
内
容
を
『
通
典
』
に
取
り
込
む
際
に
、
統
一
的
な
表
現
に
な
る

よ
う
に
調
整
し
よ
う
と
は
必
ず
し
も
し
て
い
な
い
（
＝
先
行
史
料
が
比
較
的
元
来

の
形
を
留
め
て
取
り
込
ま
れ
て
い
る
）
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
通
典
』
の
史
料
と
し
て
の
性
格
を
考
え
る
際
に
、
手
掛
か
り
と
な
る

点
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
要
す
る
に
、
現
在
の
歴
史
研
究
者
が
対
応
す
る
先
行

史
料
の
条
文
を
直
接
見
出
す
事
が
不
可
能
で
あ
れ
ど
も
、『
通
典
』
に
は
複
数
の
先

行
史
料
が
比
較
的
に
元
の
姿
を
保
っ
た
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
事
を
予
測
出
来
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
先
行
史
料
を
杜
佑
が
如
何
に
『
通
典
』
に
採
録

し
て
い
る
の
か
、
言
わ
ば
『
通
典
』
の
叙
述
方
針
の
如
き
も
の
を
推
定
す
る
手
掛

か
り
を
も
提
供
す
る
だ
ろ
う
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、『
通
典
』
の
先
行
史
料
に

対
す
る
態
度
は
、『
通
典
』
研
究
に
お
い
て
極
め
て
注
目
に
値
す
る
問
題
と
な
る
。

次
に
、『
通
典
』
の
少
卿
定
員
数
の
変
遷
を
他
の
史
料
と
比
較
し
て
み
る
と
、
必

ず
し
も
常
に
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
事
に
気
づ
く
。
例
え
ば
、【
唐
九
寺
少
卿
の
定

員
数
増
減
比
較
表
】に
基
づ
い
て
太
常
少
卿
の
定
員
数
の
変
遷
を
整
理
す
る
と
、
当

初
定
員
一
名
で
あ
っ
た
の
は
大
凡
共
通
で
あ
る
が
、『
大
唐
六
典
』
は
貞
観
年
間

（
六
二
七
–
六
四
九
年
）
に
定
員
が
二
名
に
な
っ
た
と
す
る
一
方
、『
通
典
』
は
神

龍
年
間
（
七
〇
五
–
七
〇
七
年
）
に
、『
唐
会
要
』
は
神
龍
元
（
七
〇
五
）
年
七
月

三
十
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
定
員
二
名
に
な
っ
た
と
言
う
。
加
え
て
、『
旧
唐
書
』
巻
四

十
二
、
職
官
志
一
に
は
、

神
龍
元
年
二
月
、
臺
閣
官
名
、
並
依
永
淳
已
前
故
事
。
廢
左
右
司
員
外
郎
、

左
右
千
牛
衞
各
置
大
將
軍
一
員
。
東
都
置
太
廟
官
吏
、
增
置
太
常
・
大
理
少

卿
各
一
員
。

神
龍
元
（
七
〇
五
）
年
二
月
、
臺
閣
の
官
名
、
並
な
永
淳
已
前
の
故
事
に

依
る
。
左
右
司
員
外
郎
を
廢
し
、
左
右
千
牛
衞
、
各
〻
大
將
軍
一
員
を
置

く
。
東
都
、
太
廟
官
吏
を
置
き
、
太
常
・
大
理
少
卿
各
〻
一
員
を
增
置
す
。

と
あ
っ
て
、
日
付
こ
そ
『
唐
会
要
』
と
合
わ
な
い
も
の
の
、
や
は
り
神
龍
年
間
に

お
け
る
太
常
少
卿
の
増
員
が
伝
え
ら
れ
る
。

た
だ
、『
大
唐
六
典
』
と
『
通
典
』・『
唐
会
要
』・『
旧
唐
書
』
の
太
常
少
卿
定
員

増
加
時
期
の
食
い
違
い
は
、
必
ず
し
も
相
互
排
他
的
な
も
の
で
は
な
い
。
な
ん
と

な
れ
ば
、
記
録
に
見
え
な
い
定
員
の
増
減
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
右
に
見
た
太
常
少
卿
に
つ
い
て
言
え
ば
、
貞
観
年
間
と
神
龍
年
間
の
間

の
頃
に
、
定
員
が
二
名
（
以
上
）
で
あ
っ
た
と
思
し
い
時
期
が
あ
る
。
郁
賢
皓
・

胡
可
先
両
氏
の
考
証
に
よ
る
と）

11
（

、
太
常
少
卿
の
就
任
者
と
そ
の
時
期
と
し
て
、

永
徽
元
（
六
五
〇
）
年
–
同
三
（
六
五
二
）
年　
　
　

令
狐
徳
棻

五

『
通
典
』
職
官
典
叙
述
小
考



永
徽
二
（
六
五
一
）
年
–
顯
慶
三
（
六
五
八
）
年　
　

韋
琨

顯
慶
元
（
六
五
六
）
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

于
立
政

が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
と
永
徽
二
年
か
ら
三
年
（
令
狐
徳
棻
と
韋

琨
）、
及
び
顯
慶
元
年
（
韋
琨
と
于
立
政
）
に
は
太
常
少
卿
が
二
名
い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
顯
慶
と
神
龍
の
間
で
、
太

常
少
卿
の
定
員
が
一
名
減
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う）

12
（

。

斯
く
記
録
と
し
て
確
認
で
き
な
い
定
員
数
の
増
減
が
想
定
さ
れ
、
且
つ
前
掲
ｃ

パ
タ
ー
ン
の
如
く
『
大
唐
六
典
』
や
『
唐
会
要
』
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
定
員
数

の
増
減
を
『
通
典
』
が
記
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、『
通
典
』
は
九

寺
少
卿
の
定
員
数
増
減
の
全
て
を
網
羅
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
事
に
な
る
。『
通

典
』
は
、
官
僚
の
数
に
特
に
関
心
を
持
ち
、
歴
代
の
百
官
志
の
類
に
よ
っ
て
各
王

朝
の
官
僚
の
総
数
を
独
自
に
算
出
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が）

13
（

、
以
上
の
指
摘
を
踏
ま

え
れ
ば
、
そ
の
関
心
は
静
的
な
官
僚
数
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、
官
僚
数
の
変
遷
の

網
羅
的
把
握
に
は
必
ず
し
も
向
け
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
つ

ま
り
、
杜
佑
が
関
心
を
向
け
て
い
た
「
官
僚
の
数
」
と
は
、「
あ
る
特
定
時
点
に
お

け
る
官
僚
の
数
」
で
あ
る
可
能
性
が
浮
上
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
『
通
典
』

の
史
料
と
し
て
の
性
格
を
分
析
す
る
に
お
い
て
示
唆
を
持
つ
だ
ろ
う
。
な
ん
と
な

れ
ば
、『
通
典
』
が
何
処
に
重
点
を
置
い
て
い
た
の
か
を
想
定
す
る
手
掛
か
り
に
な

り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
前
掲
『
通
典
』
❸
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
杜
佑
が
先
行

史
料
を
『
通
典
』
に
取
り
込
む
際
に
、
内
容
を
整
理
し
て
叙
述
形
式
の
統
一
を
積

極
的
に
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
事
、
そ
し
て
従
来
杜
佑
の
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い

た
と
言
わ
れ
た
「
官
僚
の
数
」
と
は
、
厳
密
に
は
「
あ
る
特
定
時
点
に
お
け
る
官

僚
の
数
」
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
事
、
の
二
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

点
は
『
通
典
』
の
史
料
と
し
て
の
性
格
を
考
え
る
手
掛
か
り
を
提
供
す
る
も
の
と

な
ろ
う
。
と
は
言
え
、
か
か
る
問
題
へ
の
研
究
の
展
開
は
、『
通
典
』
全
体
を
見
据

え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
十
分
に
展
開
す
る
事
が
出
来
な
い
。
こ
れ
ら

に
関
す
る
研
究
の
展
開
は
今
後
の
課
題
と
し
て
置
い
て
お
き
、
次
は
前
掲
『
通
典
』

❹
の
叙
述
に
つ
い
て
、
章
を
改
め
て
分
析
を
加
え
て
み
よ
う
。

二
、
❹
「
天
下
監
牧
置
八
使
・
五
十
六
監
」
に
つ
い
て

前
掲
『
通
典
』
❹
に
は
、「
天
下
監
牧
置
八
使
・
五
十
六
監
」
と
あ
っ
て
、
唐
の

監
牧
に
八
使
と
五
十
六
監
が
設
置
さ
れ
た
事
を
伝
え
て
い
る
。
監
牧
と
は
唐
に
お

け
る
国
営
馬
場
で
あ
る
が）

14
（

、
こ
の
「
八
使
・
五
十
六
監
」
と
は
、
唐
の
ど
の
時
点

の
事
を
伝
え
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
『
通
典
』
❺
で
は
注
釈
と
し
て
開

元
年
間
の
事
ま
で
が
叙
述
さ
れ
、
ま
た
『
通
典
』
が
し
ば
し
ば
開
元
二
十
五
年
令

を
引
用
し
て
い
る
事
か
ら）

15
（

、
漫
然
と
読
む
と
「
八
使
・
五
十
六
監
」
も
開
元
の
制

度
の
よ
う
に
思
わ
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。ま

ず
、
八
使
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
八
使
に
つ
い
て
、
寧
志
新
氏
は
東

使
・
南
使
・
西
使
・
北
使
・
東
宮
使
・
塩
州
使
・
嵐
州
使
に
更
に
も
う
一
つ
不
明

な
使
が
あ
っ
て
、
総
計
八
使
だ
と
言
う）

16
（

。
こ
こ
で
寧
氏
が
列
挙
す
る
使
と
は
監
牧

使
で
あ
り
、
こ
れ
は
文
字
通
り
監
牧
を
管
理
す
る
使
職
で
あ
っ
て
、
同
系
統
の
使

職
と
し
て
は
群
牧
使
も
あ
る）

17
（

。
た
だ
、
杜
佑
が
基
づ
い
た
可
能
性
も
あ
る
張
説
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「
大
唐
開
元
十
三
年
隴
右
監
牧
頌
德
碑
」（
出
典
は
前
掲
注（
10
）参
照
）
を
見
て
み

る
と
、大

唐
接
周
・
隋
亂
離
之
後
、
承
天
下
征
戰
之
弊
、
鳩
括
殘
燼
、
僅
得
牝
牡
三

千
。
從
赤
岸
澤
徙
之
隴
右
、
始
命
太
僕
張
萬
歳
葺
其
政
焉
。
而
奕
代
載
德
、

纂
修
其
緒
、
肇
自
貞
觀
、
成
於
麟
德
。
四
十
年
間
、
馬
至
七
十
萬
六
千
匹
、
置

八
使
以
董
之
、
設
四
十
八
監
以
掌
之
。
…
…
更
析
八
監
、
布
於
河
曲
豐
曠
之

野
、
乃
能
容
之
。
…
…
垂
拱
之
後
、
二
十
餘
年
、
潛
耗
大
半
、
所
存
蓋
寡
。

大
唐
、
周
・
隋
亂
離
の
後
に
接
し
、
天
下
征
戰
の
弊
を
承
け
れ
ば
、
殘
燼

を
鳩
括
す
る
も
、
僅
に
牝
牡
三
千
を
得
る
の
み
。
赤
岸
澤
從
り
之
を
隴
右

に
徙
し
、
始
め
て
太
僕
の
張
萬
歳
に
命
じ
て
其
の
政
を
葺つ

く
ろ

わ
し
む
。
而
し

て
奕
代
に
德
を
載お

こ
な

い
、
其
の
緒
を
纂
修
し
、
貞
觀
よ
り
肇
ま
り
、
麟
德
に

成
る
。
四
十
年
間
、
馬
、
七
十
萬
六
千
匹
に
至
り
、
八
使
を
置
き
以
て
之

を
董た

だ

し
、
四
十
八
監
を
設
け
て
以
て
之
を
掌
る
。
…
…
更
め
て
八
監
を
析

き
、
河
曲
豐
曠
の
野
に
布
き
、
乃
ち
能
く
之
を
容
る
。
…
…
垂
拱
の
後
、
二

十
餘
年
、
潛
耗
す
る
こ
と
大
半
、
存
す
る
所
蓋
寡
た
り
。

と
あ
っ
て
、
八
使
の
設
置
は
麟
徳
年
間
（
六
四
四
–
六
四
五
年
）
の
事
と
思
わ
れ

る
。
で
は
、
そ
の
後
の
唐
朝
に
お
い
て
八
使
が
固
定
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
。
既
に
馬
俊
民
・
王
世
平
両
氏
に
よ
っ
て
、
麟
徳
ま
で
に
八

使
、
開
元
十
三
（
七
二
五
）
年
以
前
に
五
使
、
天
宝
十
二
（
七
五
三
）
載
に
四
使
、

と
時
代
に
よ
る
使
数
の
変
遷
の
存
し
た
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）
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。
要
す
る
に
、

「
八
使
」
と
は
麟
徳
ま
で
の
時
点
に
お
け
る
制
度
な
の
で
あ
る
。

で
は
、「
五
十
六
監
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
張
説
「
大
唐
開
元
十
三
年
隴

右
監
牧
頌
德
碑
」
に
拠
る
と
、
麟
徳
年
間
ご
ろ
に
「
八
使
・
四
十
八
監
」
が
置
か

れ
、
そ
の
後
、
垂
拱
年
間
（
六
八
五
–
六
八
八
年
）
以
前
に
八
監
が
追
加
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
四
十
八
に
八
を
合
計
す
れ
ば
五
十
六
監
と
な
る
。
そ
し
て
、
垂
拱

以
後
、
唐
の
馬
は
大
き
く
損
耗
を
被
っ
た
と
さ
れ
る）

19
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よ
っ
て
、
垂
拱
以
前
に
お

い
て
、
監
牧
数
が
五
十
六
で
あ
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
は
疑
い
な
い
。

一
方
、
斯
く
唐
の
保
有
す
る
馬
数
に
変
化
が
あ
っ
た
中
、
監
牧
数
が
五
十
六
で

固
定
さ
れ
た
事
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
。
私
見
で
は
、
そ
れ
は
想
定
し
難
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
考
え
て
み
る
た
め
、
監
牧
数
に
関
す
る
『
通
典
』
以
外

の
史
料
を
幾
つ
か
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、『
大
唐
六
典
』
巻
五
、
尚
書
兵
部
、
駕
部

郎
中
条
に
、

而
監
牧
六
十
有
五
焉
、
皆
分
使
而
統
之
。﹇
南
使
十
五
監
、
西
使
十
六
監
、
北

使
七
監
、
東
使
九
監
、
鹽
州
使
八
監
、
嵐
州
使
三
監
、
則
廄
牧
及
諸
司
馬
・

牛
・
雜
畜
各
隸
於
籍
帳
、
以
時
受
而
藏
之
。﹈
若
畜
養
之
宜
、
孳
生
之
數
、
皆

載
於
太
僕
之
職
。

而
し
て
監
牧
六
十
有
五
、
皆
な
使
に
分
か
ち
て
之
を
統
ぶ
。﹇
南
使
十
五
監
、

西
使
十
六
監
、
北
使
七
監
、
東
使
九
監
、
鹽
州
使
八
監
、
嵐
州
使
三
監
、
則

ち
廄
牧
及
び
諸
司
馬
・
牛
・
雜
畜
各
〻
籍
帳
に
隸
か
し
め
、
時
を
以
て
受

け
て
之
を
藏
す
。﹈
畜
養
の
宜
、
孳
生
の
數
の
若
き
は
、
皆
な
太
僕
の
職
に

載
す
。

と
あ
る
。『
大
唐
六
典
』
は
基
本
的
に
開
元
の
制
度
を
記
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
畢

七

『
通
典
』
職
官
典
叙
述
小
考



竟
、
開
元
の
頃
の
監
牧
数
は
六
十
五
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う）
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。
そ
れ
に
対
し
て
天
宝

年
間
の
監
牧
数
が
確
認
で
き
る
の
が
、『
元
和
郡
県
図
志
』
で
あ
る
。
同
書
巻
三
、

関
内
道
三
、
原
州
条
に
は
、

監
牧
、
貞
觀
中
自
京
師
東
赤
岸
澤
移
馬
牧
於
秦
・
渭
二
州
之
北
、
會
州
之
南
、

蘭
州
狄
道
縣
之
西
、
置
監
牧
使
以
掌
其
事
。
仍
以
原
州
刺
史
爲
都
監
牧
使
、

以
管
四
使
。
南
使
在
原
州
西
南
一
百
八
十
里
、
西
使
在
臨
洮
軍
西
二
百
二
十

里
、
北
使
寄
理
原
州
城
内
、
東
宮
使
寄
理
原
州
城
内
。
天
寶
中
、
諸
使
共
有

五
十
監
。
南
使
管
十
八
監
、
西
使
管
十
六
監
、
北
使
管
七
監
、
東
宮
使
管
九

監
。
監
牧
地
、
東
西
約
六
百
里
、
南
北
約
四
百
里
。
天
寶
十
二
年マ

マ

、
諸
監
見

在
馬
總
三
十
一
萬
九
千
三
百
八
十
七
匹
、
内
一
十
三
萬
三
千
五
百
九
十
八
匹

課
馬
。

監
牧
、
貞
觀
中
、
京
師
の
東
の
赤
岸
澤
よ
り
馬
牧
を
秦
・
渭
二
州
の
北
、
會

州
之
南
、
蘭
州
狄
道
縣
の
西
に
移
し
、
監
牧
使
を
置
き
て
以
て
其
の
事
を

掌
ら
し
む
。
仍
り
て
以
て
原
州
刺
史
も
て
都
監
牧
使
と
爲
し
、
以
て
四
使

を
管
せ
し
む
。
南
使
、
原
州
の
西
南
一
百
八
十
里
に
在
り
、
西
使
、
臨
洮

軍
の
西
二
百
二
十
里
に
在
り
、
北
使
、
原
州
城
内
に
寄
理
す
、
東
宮
使
、
原

州
城
内
に
寄
理
す
。
天
寶
中
、
諸
使
、
共
に
五
十
監
有
り
。
南
使
、
十
八

監
を
管
し
、
西
使
、
十
六
監
を
管
し
、
北
使
、
七
監
を
管
し
、
東
宮
使
、
九

監
を
管
す
。
監
牧
地
、
東
西
約
六
百
里
、
南
北
約
四
百
里
。
天
寶
十
二（
七

五
三
）年マ

マ

、
諸
監
見
在
の
馬
、
總
べ
て
三
十
一
萬
九
千
三
百
八
十
七
匹
、
内

一
十
三
萬
三
千
五
百
九
十
八
匹
の
課
馬
あ
り
。

と
あ
っ
て
、
天
宝
年
間
に
五
十
監
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
斯
く
て
麟
徳
以

来
、
監
牧
の
数
は
（
恐
ら
く
は
馬
の
数
と
連
動
し
つ
つ
）
変
遷
し
て
き
て
い
る
と

見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

李
錦
繍
氏
は
、『
大
唐
六
典
』
に
見
え
る
六
十
五
監
を
太
僕
寺
の
五
十
六
監
と
東

宮
の
九
監
の
総
計
で
あ
る
と
し
、『
通
典
』
の
叙
述
と
『
大
唐
六
典
』
の
叙
述
と
の

整
合
的
解
釈
を
試
み
て
い
る）
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し
か
し
、
馬
の
数
が
変
動
し
て
い
る
の
に
、
麟
徳

以
来
開
元
ま
で
監
牧
の
数
が
不
変
で
あ
っ
た
事
が
想
定
し
難
い
の
は
既
に
述
べ
た

通
り
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
唐
長
孺
氏
の
提
出
し
た
、
貞
観
の
頃
に
四
十
七

乃
至
五
十
監
、
開
元
の
頃
に
六
十
五
監
と
い
う
監
牧
数
の
変
動
す
る
見
解
は
―
唐

氏
は
仮
説
で
あ
る
と
断
っ
て
は
い
る
も
の
の
―
支
持
す
べ
き
も
の
と
言
え
る
だ
ろ

う）
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ま
た
、
既
に
見
た
如
く
、「
八
使
」
の
設
置
は
開
元
年
間
の
事
と
は
思
わ
れ

な
い
た
め
、「
五
十
六
監
」
を
無
理
に
開
元
の
制
度
に
合
わ
せ
る
必
要
も
な
い
。
故

に
李
錦
繍
氏
の
見
解
は
、
確
か
に
数
字
の
上
で
は
整
合
的
で
あ
る
も
の
の
、
積
極

的
に
支
持
す
る
必
然
性
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
五
十
六
監
」
が
史

料
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
垂
拱
以
前
で
あ
る
と
解
す
る
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ

の
解
釈
が
、「
八
使
」
の
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
時
期
と
合
致
す
る
点
は
重
視
し
た
い
。

即
ち
、「
八
使
」
も
「
五
十
六
監
」
も
麟
徳
以
後
・
垂
拱
以
前
の
制
度
だ
と
推
知
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
前
掲
『
通
典
』
❹
に
見
え
た
「
天
下
監
牧
置
八
使
・
五
十

六
監
」
と
は
、
唐
の
中
で
も
麟
徳
か
ら
垂
拱
に
か
け
て
の
頃
の
事
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
官
署
名
の
変
遷
や
馬
や
監
牧
の
数
の
歴
史
的
変
遷

を
列
挙
し
て
い
る
前
掲
『
通
典
』
❶
❺
は
兎
も
角
と
し
て
、
❷
❸
が
開
元
の
事）
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、

❹
が
麟
徳
か
ら
垂
拱
の
事
を
記
し
て
い
る
事
に
な
る
。
従
っ
て
、『
通
典
』
職
官
典

八

小　

野　
　
　

響



の
太
僕
卿
条
の
唐
代
の
部
分
は
、
同
じ
く
唐
代
の
事
象
と
は
言
え
、
異
な
る
時
期

の
叙
述
が
断
り
な
く
混
在
し
て
い
る
事
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
太
僕
卿
条
の

情
報
は
、
徹
底
し
た
考
証
に
基
づ
い
て
、
特
定
の
一
時
期
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
緻

密
に
復
元
さ
れ
た
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
の
検
討
は
、
僅

か
に
太
僕
寺
条
の
み
に
過
ぎ
な
い
が
、
石
野
氏
が
時
期
の
異
な
る
内
容
の
混
在
を

『
通
典
』
職
官
典
の
郷
里
組
織
に
関
す
る
箇
所
で
指
摘
し
て
い
る）
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事
と
も
考
え
併

せ
る
と
、『
通
典
』
職
官
典
を
参
照
し
て
唐
代
の
事
象
を
復
元
す
る
の
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
慎
重
な
姿
勢
が
要
求
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

本
章
で
は
、『
通
典
』
職
官
典
の
太
僕
卿
条
の
叙
述
が
、
唐
代
の
あ
る
一
時
点
の

内
容
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
幾
つ
か
の
時
期
に
亘
る
叙
述
を
混
在
さ
せ
た

内
容
を
持
つ
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
更
に
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
以
下
の
問

題
で
あ
る
。
即
ち
、
本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
如
く
、
馬
政
と
い
う
の
は
国
家
の

重
要
事
で
あ
っ
た
。
然
る
に
何
故
、
杜
佑
は
馬
政
に
関
わ
る
太
僕
寺
に
つ
い
て
、
精

確
な
考
証
を
加
え
な
い
ま
ま
に
叙
述
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
杜
佑
の
『
通

典
』
叙
述
に
お
け
る
特
徴
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
で
、
章

を
改
め
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

三
、『
通
典
』
職
官
典
の
叙
述
に
お
け
る
情
報
量
の
濃
淡

第
二
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
通
典
』
太
僕
卿
条
の
叙
述
は
、
唐
代
の
複
数
の

時
期
の
内
容
が
混
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、『
通
典
』
太
僕
卿
条
の
叙
述

し
た
唐
の
監
牧
の
数
は
、
麟
徳
か
ら
垂
拱
の
間
の
事
で
あ
り
、
そ
の
後
の
変
遷
に

つ
い
て
は
言
及
が
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
太
僕
卿
条
の
叙
述
に
お
い
て
、
そ
の
情

報
量
は
手
薄
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
で
は
、
か
か
る
情
報
量
の
手
薄
さ

は
、
太
僕
卿
に
由
来
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
太
僕
卿
の
職
掌
に
由
来
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
即
ち
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
太
僕
卿
条
に
お
け
る
情
報
量
の
手
薄
さ
が
、

太
僕
卿
と
い
う
職
官
そ
の
も
の
に
由
来
し
て
惹
起
さ
れ
た
の
か
、
将
又
太
僕
の
管

轄
す
る
馬
政
に
由
来
し
て
惹
起
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
通

典
』
が
特
定
の
職
官
に
対
し
て
情
報
量
が
手
薄
な
の
か
、
或
い
は
特
定
の
政
治
分

野
―
こ
の
場
合
は
馬
政
就
中
監
牧
制
―
に
対
し
て
そ
う
な
の
か
を
考
え
る
重
要
な

手
掛
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
こ
れ
は
『
通
典
』
の
持
つ
情
報
量
の
偏
り
が
、
何
に
由
来
す
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
事
に
繋
が
り
、
そ
れ
は
『
通
典
』
の
持
つ
史
料
的
性
格
の
一
端
を

明
ら
か
に
す
る
事
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
太
僕
卿
の
職
掌
た
る
馬
政
は
、
太
僕
寺
が
専
管
し
た
も
の
で
は
な
い
。

他
に
唐
に
お
い
て
馬
政
に
関
与
し
て
い
た
官
僚
機
構
は
、
尚
書
兵
部
の
駕
部
郎
中

と
、
殿
中
省
の
尚
乗
局
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、『
通
典
』
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
官
僚

機
構
対
す
る
叙
述
を
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
、『
通
典
』
巻
二
十
三
、
職
官
典
五
、
尚
書
兵
部
、
駕
部
郎
中
条
を
見
て
み

る
と）

25
（

、
本
文
は
定
員
数
し
か
記
さ
ず
、
注
釈
で
職
官
の
来
歴
及
び
関
連
す
る
勅
を

引
い
て
い
る
だ
け
で
、
監
牧
に
つ
い
て
言
及
す
る
箇
所
は
な
い
。
職
掌
に
つ
い
て

も
極
め
て
簡
単
に
し
か
言
及
し
て
お
ら
ず
、
殆
ど
馬
政
に
関
す
る
方
法
は
な
い
と

言
っ
て
良
い
。

次
い
で
『
通
典
』
巻
二
十
六
、
職
官
典
八
、
殿
中
省
、
尚
乗
局
奉
御
条
を
見
る

と
、

九
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叙
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自
秦
漢
以
來
、
其
職
皆
在
太
僕
。
北
齊
太
僕
驊
騮
署
、
有
奉
乘
十
人
、
管
十

二
閑
馬
。
隋
煬
帝
取
之
、
置
尚
乘
局
、
署
奉
御
二
人
。
大
唐
因
之
、
增
置
奉

御
四
人
。
龍
朔
二
年
、
改
爲
奉
駕
大
夫
、
咸
亨
元
年
復
舊
。﹇
尚
乘
奉
御
掌
六

閑
馬
、
一
曰
飛
黄
閑
、
二
曰
吉
良
閑
、
三
曰
龍
媒
閑
、
四
曰
騊
駼
閑
、
五
曰

駃
騠
閑
、
六
曰
天
苑
閑
。﹈
開
元
中
減
二
人
。
先
是
別
置
閑
廄
使
、
因
隸
焉
、

猶
屬
殿
中
。﹇
武
太
后
萬
歲
通
天
二
年
五
月
、
置
杖
内
閑
廄
、
令
殿
中
丞
袁
懷

哲
檢
校
。
至
聖
曆
二
年
、
改
爲
少
監
閑
廄
使
、
自
後
他
官
相
循
爲
之
。﹈

秦
漢
よ
り
以
來
、
其
の
職
、
皆
な
太
僕
に
在
り
。
北
齊
の
太
僕
驊
騮
署
、
奉

乘
十
人
有
り
、
十
二
閑
馬
を
管
す
。
隋
の
煬
帝
、
之
を
取
り
、
尚
乘
局
を

置
き
、
奉
御
二
人
を
署
す
。
大
唐
、
之
に
因
り
、
奉
御
四
人
を
增
置
す
。
龍

朔
二
（
六
六
二
）
年
、
改
め
て
奉
駕
大
夫
と
爲
し
、
咸
亨
元
（
六
七
〇
）

年
、
舊
に
復
す
。﹇
尚
乘
奉
御
、
六
閑
馬
を
掌
り
、
一
に
曰
く
飛
黄
閑
、
二

に
曰
く
吉
良
閑
、
三
に
曰
く
龍
媒
閑
、
四
に
曰
く
騊
駼
閑
、
五
に
曰
く
駃

騠
閑
、
六
に
曰
く
天
苑
閑
。﹈
開
元
中
、
二
人
を
減
ず
。
是
よ
り
先
、
別
に

閑
廄
使
を
置
き
、
因
り
て
焉
に
隸
し
、
猶
お
殿
中
に
屬
す
。﹇
武
太
后
の
萬

歲
通
天
二
（
六
九
七
）
年
五
月
、
杖
内
閑
廄
を
置
き
、
殿
中
丞
の
袁
懷
哲

を
し
て
檢
校
せ
し
む
。
聖
曆
二
（
六
九
九
）
年
に
至
り
、
改
め
て
少
監
閑

廄
使
と
爲
し
、
自
後
、
他
官
、
相
い
循
い
て
之
と
爲
す
。﹈

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
官
員
数
や
統
御
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
れ
ど
も
、
監
牧

に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
監
牧
に
関
わ
る
使
職
と
し
て
は
、
右
の

尚
乗
局
奉
御
条
に
も
見
え
る
閑
廐
使
等
が
あ
る
が
、『
通
典
』
は
使
職
に
つ
い
て
特

別
の
条
目
を
設
け
な
い
た
め
、
閑
廐
使
等
に
つ
い
て
も
右
の
尚
乗
局
奉
御
条
を
除

け
ば
『
通
典
』
内
に
は
目
立
っ
た
言
及
が
な
い
事
に
な
る
。
要
す
る
に
、『
通
典
』

職
官
典
に
お
け
る
監
牧
に
関
す
る
叙
述
は
、
僅
か
に
太
僕
寺
条
の
麟
徳
か
ら
垂
拱

の
間
の
事
し
か
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、『
通
典
』
職
官
典
は
、
馬
政
―
就

中
監
牧
制
―
に
つ
い
て
の
叙
述
自
体
が
極
め
て
少
な
い
と
結
論
で
き
よ
う
。

で
は
、
何
故
、
か
か
る
事
態
が
惹
起
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
安
史
の

乱
を
境
と
す
る
唐
前
半
期
と
後
半
期
に
お
け
る
監
牧
の
在
り
様
の
変
化
が
、
唐
後

半
期
の
人
で
あ
る
杜
佑
に
影
響
し
た
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
言
う

の
も
、
安
史
の
乱
を
境
に
吐
蕃
に
よ
っ
て
唐
の
有
力
牧
地
で
あ
っ
た
西
北
方
面
が

制
圧
さ
れ
た
事
等
の
た
め
馬
不
足
が
続
い
て
お
り
、
唐
後
半
期
に
お
い
て
監
牧
制

は
崩
壊
し
た
か
ら
で
あ
る）
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。『
唐
会
要
』
巻
六
十
六
、
群
牧
使
条
を
見
て
み
る
と
、

暨
至
德
後
、
西
戎
陷
隴
右
、
國
馬
盡
沒
、
監
牧
使
與
七
馬
坊
名
額
皆
廢
。

至
德
の
後
に
暨
び
、
西
戎
、
隴
右
を
陷
と
し
、
國
馬
、
盡
く
沒
し
、
監
牧

使
と
七
馬
坊
と
の
名
額
、
皆
な
廢
す
。

と
あ
っ
て
、
凡
そ
至
徳
年
間
に
監
牧
制
は
崩
壊
し
て
い
た
と
言
っ
て
良
い
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
天
宝
十
三
（
七
五
四
）
載
に
出
仕
し
た
杜
佑）

27
（

に
と
り
、
監
牧
制
は
身

近
な
制
度
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
或
い
は
―
推
測
で
し

か
な
い
が
―
か
か
る
崩
壊
し
た
監
牧
制
の
史
料
は
集
め
難
か
っ
た
と
い
う
事
情
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
れ
に
せ
よ
、『
通
典
』
に
お
い
て
監
牧
制
に
関
す
る
情
報

量
が
極
め
て
少
な
い
の
は
、
か
か
る
杜
佑
の
当
時
に
お
け
る
監
牧
制
の
状
況
と
無

関
係
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
杜
佑
本
人
も
積
極
的
に
馬
政
に
関
す
る
叙
述
を

一
〇
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行
お
う
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
し
い
。
そ
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
唐
が

馬
の
管
理
に
用
い
た
馬
印
に
つ
い
て
、『
通
典
』
に
言
及
が
な
い
事
で
あ
る
。
馬
印

と
そ
の
運
用
は
、『
大
唐
六
典
』
中
の
関
連
官
署
に
そ
れ
ぞ
れ
言
及
が
あ
り
、
他
に

『
唐
会
要
』
や
唐
令
等
に
も
見
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
が
、
諸
史
料
の
間
に
混
乱
も
見

ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
林
美
希
氏
に
よ
る
考
証
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
拠
っ

て
概
観
を
示
す
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
唐
に
お
い
て
監
牧
産
の
馬
は
、

殿
中
省
や
駅
伝
等
多
く
の
仕
事
場
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
仔
馬
の
時
期
以
来
の

幾
度
か
の
選
別
と
、
選
別
結
果
を
馬
印
に
よ
っ
て
区
別
す
る
事
に
よ
っ
て
、
馬
の

行
き
先
が
管
理
・
運
営
さ
れ
た）

28
（

。

こ
の
馬
印
の
制
度
は
、
唐
に
お
け
る
馬
管
理
の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
事
は
疑

い
な
い
。
そ
の
故
も
あ
っ
て
、『
大
唐
六
典
』
の
中
に
は
馬
印
に
関
す
る
説
明
が
な

さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
通
典
』
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
は
一
切
語
ら
れ
な
い
。

『
通
典
』
は
『
大
唐
六
典
』
も
参
照
し
て
い
た
と
さ
れ
る
か
ら）

29
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、
畢
竟
、『
大
唐
六

典
』
に
散
見
さ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
杜
佑
が
『
通
典
』
に
採
用
し
て
い
な
い
事
は
、

あ
ま
り
杜
佑
が
馬
印
に
関
心
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
何
れ
に
せ
よ
、『
通
典
』
職
官
典
が
馬
政
に
関
す
る
叙
述
に
積
極
的
で

は
な
か
っ
た
事
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う）

30
（

。

そ
う
で
あ
れ
ば
、『
通
典
』
職
官
典
の
叙
述
に
は
、
制
度
単
位
で
の
情
報
量
の
濃

淡
が
存
在
す
る
事
が
予
想
さ
れ
る
。
即
ち
、
杜
佑
を
取
り
巻
く
環
境
で
あ
る
と
か
、

杜
佑
の
『
通
典
』
執
筆
時
点
に
お
け
る
関
連
史
料
の
残
り
具
合
、
将
又
杜
佑
本
人

の
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
関
す
る
関
心
の
度
合
い
等
々
理
由
は
幾
通
り
も
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
れ
ら
が
、『
通
典
』
職
官
典
の
叙
述
の
情
報
量
の
濃
淡
に
反
映
し
て
い
る

と
思
し
い
の
で
あ
る）

31
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本
稿
で
述
べ
た
馬
政
に
関
し
て
言
え
ば
、『
大
唐
六
典
』
に
残
る
馬
印
関
連
の
叙

述
は
全
て
割
愛
さ
れ
て
い
る
等
、『
通
典
』
職
官
典
の
馬
政
の
叙
述
は
手
薄
な
も
の

と
見
做
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
『
通
典
』
職
官
典
に
対
し
て
、
特
徴
的
な
性

格
を
提
供
す
る
事
実
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
杜
佑
は
、
唐
前
半
期
の
馬
政
―
就
中
監

牧
制
―
を
徹
底
的
に
調
査
し
た
上
で
、『
通
典
』
職
官
典
に
叙
述
し
よ
う
と
は
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
通
典
』
職
官
典
を
史
料
と
し
て
用
い
る
場

合
、
制
度
単
位
で
叙
述
の
情
報
量
に
偏
り
が
あ
る
可
能
性
を
充
分
に
留
意
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
。

か
か
る
偏
り
が
馬
政
の
他
に
存
在
す
る
の
か
否
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
通
典
』

職
官
典
全
体
を
見
据
え
た
検
討
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
追
及
を
行
う
紙
幅

は
既
に
尽
き
て
い
る
の
で
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
本
稿
の
内
容
を
整
理
し
、
本

稿
の
結
び
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
通
典
』
太
僕
卿
条
の
叙
述
内
容
へ
分
析
を
加
え
、
以
下
の
二
点
の

結
論
を
得
た
。

一
点
目
は
、『
通
典
』
職
官
典
の
叙
述
の
在
り
方
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
太
僕

少
卿
を
含
め
た
九
寺
少
卿
の
定
員
数
の
叙
述
を
見
る
に
、
杜
佑
が
『
通
典
』
職
官

典
の
九
寺
少
卿
の
定
員
数
を
記
す
に
お
い
て
、
複
数
の
先
行
史
料
が
存
在
し
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
開
元
年
間
に
お
い
て
九
寺
少
卿
の
定
員
が
二
名
で
あ
っ
た
事

は
疑
い
な
く
、『
通
典
』
の
叙
述
か
ら
定
員
が
二
名
で
あ
る
と
い
う
結
論
も
導
き
出

さ
れ
る
も
の
の
、『
通
典
』
で
は
必
ず
し
も
「
定
員
二
」
と
直
接
に
書
か
れ
ず
、「
も

一
一
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と
も
と
定
員
一
で
、
後
に
一
名
追
加
」
と
い
う
迂
遠
な
表
現
が
採
ら
れ
る
場
合
も

あ
っ
た
。
こ
れ
は
杜
佑
が
『
通
典
』
職
官
典
の
叙
述
に
つ
い
て
、
先
行
史
料
を
参

照
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
『
通
典
』
に
取
り
込
む
際
に
叙
述
の
形
式
の
統
一
を

図
ろ
う
と
い
う
意
識
を
殆
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
事
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

『
通
典
』
の
書
物
と
し
て
の
性
格
を
考
え
る
際
に
、
手
掛
か
り
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ

う
。二

点
目
は
、『
通
典
』
職
官
典
に
記
さ
れ
る
情
報
量
に
、
制
度
単
位
で
の
濃
淡
が

存
在
す
る
可
能
性
で
あ
る
。『
通
典
』
職
官
典
内
の
監
牧
に
関
す
る
叙
述
を
見
る
と
、

そ
れ
は
唐
の
麟
徳
か
ら
垂
拱
に
か
け
て
の
制
度
で
あ
り
、
そ
の
後
の
変
遷
に
つ
い

て
は
殆
ど
触
れ
る
事
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
監
牧
と
関
連
す
る
尚
書
兵
部
の
駕
部

郎
中
条
や
殿
中
省
の
尚
乗
局
奉
御
条
に
も
、
監
牧
関
連
の
情
報
は
殆
ど
叙
述
さ
れ

て
お
ら
ず
、『
通
典
』
職
官
典
は
全
体
と
し
て
、
監
牧
制
に
関
す
る
叙
述
が
手
薄
で

あ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
杜
佑
の
当
時
に
お
い
て
監
牧
制
が
崩
壊
し
て
い
た
事

が
ま
ず
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
、『
大
唐
六
典
』
も
言
及
す
る
馬
印
制
度
が
、『
通
典
』

に
お
い
て
顧
み
ら
れ
な
い
事
は
、
杜
佑
が
馬
政
―
就
中
監
牧
制
―
に
、
あ
ま
り
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
理
由
は
ど
う
で
あ
れ
、『
通

典
』
職
官
典
に
は
制
度
単
位
で
情
報
量
の
濃
淡
が
あ
り
、
唐
の
制
度
の
復
元
に
十

分
な
材
料
を
提
供
し
な
い
場
合
も
あ
る
事
が
予
想
さ
れ
る
。

以
上
二
点
は
、
あ
く
ま
で
も
『
通
典
』
職
官
典
の
一
部
の
分
析
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
結
論
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
通
典
』
全
体
の
性
格
を
考
え
る
際
、
本
稿
の
分

析
対
象
が
例
外
的
な
箇
所
な
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
点
が
次
の
論

点
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
期
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
通
り
、『
通
典
』
職
官
典
が
監
牧
制
に
つ
い
て

余
り
詳
し
く
語
っ
て
い
な
い
の
は
事
実
と
見
做
し
て
良
い
。
そ
し
て
監
牧
制
に
関

す
る
叙
述
は
、
管
見
の
限
り
職
官
典
以
外
の
『
通
典
』
各
典
で
も
殆
ど
見
受
け
ら

れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
監
牧
制
に
関
す
る
情
報
が
手
薄
で
あ
る
と
い
う
事
は
、

『
通
典
』
全
体
を
貫
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
監
牧
制
そ
の
も
の
は
、

唐
の
馬
の
管
理
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、『
通
典
』
に
お
け

る
叙
述
量
・
情
報
量
の
多
寡
と
、
実
際
の
唐
制
上
の
重
要
度
と
は
、
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
通
典
』
を
参
照
す
る
際
に
、
留
意
せ
ね
ば
な
ら

な
い
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
か
る
『
通
典
』
の
「
癖
」
と
で
も
言
う
べ

き
偏
り
は
、『
通
典
』
全
体
の
性
格
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
な
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
通
典
』
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
事
と
、
さ
れ
て
い
な
い
事

と
を
見
比
べ
な
が
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
引
用
史
料
書
誌
情
報
】　

※
句
読
は
小
野
が
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

『
旧
唐
書
』『
通
典
』『
元
和
郡
県
図
志
』：
中
華
書
局
標
点
本
／
校
点
本

『
大
唐
六
典
』：
陳
仲
夫
点
校
『
唐
六
典
』
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年

『
唐
会
要
』：
中
華
書
局
、
一
九
五
五
年

『
張
説
之
文
集
』：
熊
飛
校
注
『
張
説
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年

『
唐
国
史
補
』：
聶
清
風
校
注
『
唐
国
史
補
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
二
一
年

【
附
記
】
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費

JP20J01878

）
及
び
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
交
流
基
金
二
〇
二
二
年
度
若
手
研
究
者

研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

一
二

小　

野　
　
　

響



注（
1
） 

 
北
川
俊
昭
「『
通
典
』
編
纂
始
末
考
―
と
く
に
そ
の
上
献
の
時
期
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東

洋
史
研
究
』
五
七
–
一
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
2
） 

 『
旧
唐
書
』
巻
一
百
四
十
七
、
杜
佑
伝

 
 

其
書
（
＝『
通
典
』）
大
傳
於
時
、
禮
樂
刑
政
之
源
、
千
載
如
指
諸
掌
、
大
爲
士
君
子

所
稱
。

（
3
） 

 

呉
楓
『
隋
唐
歴
史
文
献
集
釈
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
九
六
–
一
〇

三
頁
）、
黄
永
年
『
唐
史
史
料
学
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
、
初
版
二
〇
〇
二
年
、

六
一
–
六
九
頁
）
等
参
照
。

（
4
） 

 

石
野
智
大
「『
通
典
』
郷
官
条
の
唐
代
村
落
制
度
記
事
に
つ
い
て
―
法
制
史
料
と
の

関
わ
り
を
中
心
に
―
」（『
法
史
学
研
究
会
会
報
』
一
九
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。
引

用
は
五
〇
頁
。
な
お
、
同
論
文
は
石
野
氏
の
明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
二
〇
一

四
年
度
博
士
学
位
請
求
論
文
「
唐
代
村
落
制
度
の
基
礎
的
研
究
」
の
第
五
章
「
唐
代

村
落
制
度
記
事
の
再
検
討
―
『
通
典
』
巻
三
三
・
郷
官
条
を
中
心
に
―
」
と
し
て
も
、

明
治
大
学
学
術
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
（h

ttp://h
dl.h

an
dle.

n
et/10291/17498

、
二
〇
二
二
年
十
一
月
十
四
日
最
終
閲
覧
）。
し
か
し
、
単
行
論

文
の
方
は
副
題
の
「
法
制
史
料
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
」
に
対
応
す
る
よ
う
に
、『
通

典
』
の
史
料
来
源
の
問
題
が
結
論
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
（「
お
わ
り
に
」
五
九
–

六
〇
頁
）。
一
方
、
博
士
論
文
の
方
は
「
唐
代
村
落
制
度
の
基
礎
的
研
究
」
と
い
う

全
体
の
タ
イ
ト
ル
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
第
五
章
の
結
論
は
唐
代
の
耆
老
の
位
置
付

け
を
問
い
直
す
も
の
と
な
っ
て
お
り
（
一
六
三
–
一
六
四
頁
）、
や
や
趣
を
異
に
し

て
い
る
。
併
せ
て
参
照
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
5
） 

 

私
見
で
は
、『
通
典
』
へ
の
研
究
は
、
㈠
版
本
研
究
、
㈡
杜
佑
の
思
想
や
唐
代
に
お

け
る
史
学
上
の
位
置
付
け
に
関
す
る
研
究
、
㈢
史
料
批
判
的
研
究
の
三
つ
に
大
別
さ

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
内
、
㈢
に
含
ま
れ
る
の
が
本
文
で
紹
介
し
た
諸
研
究

で
あ
る
。

 
 

㈠
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
康
「
解
題　

通
典
北
宋
版
お
よ
び
諸
版
本
に
つ
い
て
」（
尾

崎
康
ら
編
『
北
宋
版
通
典
』
別
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
一
年
）
が
詳
細
に
整
理
検

討
を
加
え
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
㈡
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

研
究
が
あ
っ
て
本
稿
で
紹
介
し
き
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
中
国
に
お
け
る
研
究

に
つ
い
て
は
郭
天
祥
「
近
三
十
多
年
来
《
通
典
》
研
究
述
略
（
一
九
七
八
–
二
〇
一

〇
）」（『
歴
史
文
献
研
究
』
三
一
、
二
〇
一
二
年
）
が
整
理
し
て
い
る
の
で
参
照
さ

れ
た
い
。
日
本
に
お
け
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
島
一
氏
に
よ
っ
て
、「『
通
典
』
に
お

け
る
杜
佑
の
議
論
に
つ
い
て
―
食
貨
・
刑
法
を
中
心
と
し
て
―
」（
初
出
一
九
八
七

年
）、「『
通
典
』
に
お
け
る
杜
佑
ら
の
議
論
に
つ
い
て
―
食
貨
・
選
挙
・
職
官
を
中

心
と
し
て
―
」（
初
出
一
九
八
七
年
）、「
中
唐
期
の
天
人
論
と
杜
佑
の
『
通
典
』」（
初

出
一
九
八
八
年
）、「
中
唐
期
に
お
け
る
天
人
論
と
そ
の
背
景
」（
初
出
一
九
八
九
年
）、

「
杜
佑
の
三
教
観
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
九
四
年
）、「
劉
禹
錫
の
「
天
論
」
と
そ
の

周
辺
」（
初
出
一
九
九
四
年
）（
全
て
島
一
『
唐
代
思
想
史
論
集
』
中
国
藝
文
研
究
会
、

二
〇
一
三
年
所
収
）
と
い
う
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
島
氏
は
『
通
典
』
を

「
食
貨
の
充
実
を
前
提
と
す
る
礼
楽
に
よ
る
教
化
と
刑
罰
の
補
助
」（
前
掲
「『
通
典
』

に
お
け
る
杜
佑
の
議
論
に
つ
い
て
―
食
貨
・
刑
法
を
中
心
と
し
て
―
」、
二
九
五
頁
）

を
主
張
す
る
書
と
位
置
付
け
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
杜
佑
の
思
想
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
。
ま
た
、
北
川
俊
昭
氏
は
、
精
力
的
に
杜
佑
や
『
通
典
』
へ
の
研
究
を
展
開
さ
せ

て
い
る
が
、
そ
の
研
究
の
眼
目
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
『
通
典
』
そ
の
も
の
よ
り

も
杜
佑
や
彼
の
思
想
に
注
が
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
北
川
氏
の
研
究
に
つ

い
て
は
、
前
掲
「『
通
典
』
編
纂
始
末
考
―
と
く
に
そ
の
上
献
の
時
期
を
め
ぐ
っ
て
」

の
他
、「『
通
典
』「
省
官
議
」
に
つ
い
て
」（『
史
観
』
一
三
一
、
一
九
九
四
年
）、「『
通

典
』
職
官
序
小
考
」
上
・
下
（『
富
山
商
船
高
等
専
門
学
校
研
究
集
録
』
三
〇
・
三

一
、
一
九
九
七
年
・
一
九
九
八
年
）、「『
通
典
』
礼
に
み
え
る
説
に
つ
い
て
」
上
・

中
・
下
（『
富
山
商
船
高
等
専
門
学
校
研
究
集
録
』
三
三
・
三
四
・
三
五
、
二
〇
〇

〇
年
・
二
〇
〇
一
年
・
二
〇
〇
二
年
）、「『
通
典
』
礼
に
み
え
る
評
に
つ
い
て
」（『
富

山
商
船
高
等
専
門
学
校
研
究
集
録
』
三
六
、
二
〇
〇
三
年
）、「『
通
典
』
礼
に
見
え

る
議
の
試
釈
」（『
富
山
商
船
高
等
専
門
学
校
研
究
集
録
』
三
八
、
二
〇
〇
五
年
）、「
杜

佑
の
軽
重
論
」『
富
山
商
船
高
等
専
門
学
校
研
究
集
録
』
四
〇
、
二
〇
〇
七
年
）、「
杜

一
三

『
通
典
』
職
官
典
叙
述
小
考



佑
の
戸
口
論
」（『
福
井
重
雅
先
生
古
希
・
退
職
記
念
論
集　

古
代
東
ア
ジ
ア
の
社
会

と
文
化
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）、「『
通
典
』
職
官
序
試
釈
」
上
・
下
（『
富
山

商
船
高
等
専
門
学
校
研
究
集
録
』
四
一
・
四
二
、
二
〇
〇
八
年
・
二
〇
〇
九
年
）、「
杜

佑
に
関
す
る
二
つ
の
墓
誌
」（『
富
山
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
一
、
二
〇
一
〇
年
）、「
杜

佑
列
伝
考
―
そ
の
人
物
像
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
明
大
ア
ジ
ア
史
論
集
』
一
八
、
二
〇

一
四
年
）
等
が
あ
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
） 

 

曾
貽
芬
「『
通
典
・
食
貨
典
』
与
正
史
「
食
貨
志
」
比
較
研
究
」（
曾
貽
芬
・
崔
文
印

『
籍
海
零
拾
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
一
九
八
一
年
）
参
照
。

（
7
） 

 

李
錦
繍
「『
通
典
・
辺
防
・
西
戎
』「
西
域
」
部
分
序
説
」（『
欧
亜
学
刊
』
七
、
二
〇

〇
五
年
）
参
照
。
李
氏
は
、
杜
佑
の
西
戎
西
域
部
分
に
お
け
る
史
料
の
取
捨
選
択
の

基
準
は
、「
窮
兵
黷
武
」
と
い
う
杜
佑
の
辺
境
防
衛
思
想
に
則
る
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
一
四
一
頁
）。

（
8
） 

 

前
掲
注（
5
）で
示
し
た
如
き
諸
研
究
は
、
㈡
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
杜

佑
個
人
の
思
想
と
結
び
つ
け
る
傾
向
が
強
く
、『
通
典
』
そ
の
も
の
の
性
格
に
対
す

る
研
究
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
を
多
く
残
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

（
9
） 

 

分
析
の
便
宜
の
た
め
、
小
野
が
番
号
を
振
っ
て
区
分
し
た
。
以
下
、
例
え
ば
「
前
掲

『
通
典
』
❶
」
と
記
し
た
場
合
、
こ
こ
で
示
し
た
『
通
典
』
の
❶
の
記
事
を
指
す
も

の
と
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
引
用
す
る
史
料
へ
の
傍
線
や
（　

）
に
よ
る
訓
読
中
の

補
筆
は
、
全
て
小
野
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、﹇　

﹈
は
原
注
で
あ
る
。

 
 

と
こ
ろ
で
、
太
僕
卿
条
の
中
に
は
太
僕
少
卿
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
部
分
が
あ
る
が
、

逐
一
、
太
僕
卿
条
／
太
僕
少
卿
条
と
区
別
し
て
表
記
す
る
の
は
煩
瑣
で
あ
る
た
め
、

行
論
の
便
宜
上
、
少
卿
に
関
す
る
部
分
も
太
僕
卿
条
と
一
括
し
て
表
記
し
た
。
ご
諒

解
頂
き
た
い
。

（
10
） 

 

杜
佑
が
以
下
に
引
く
「
大
唐
開
元
十
三
年
隴
右
監
牧
頌
德
碑
」
そ
の
も
の
を
参
照
し

た
の
か
、
張
説
も
依
拠
し
た
何
ら
か
の
記
録
に
取
材
し
た
の
か
は
断
定
し
難
い
が
、

何
れ
に
せ
よ
杜
佑
が
同
時
代
史
料
に
目
配
り
を
し
て
い
る
事
が
見
て
取
れ
よ
う
。

 

『
張
説
之
文
集
』
巻
十
二
、
頌
、
大
唐
開
元
十
三
年
隴
右
監
牧
頌
德
碑
﹇
奉
勅
撰
﹈

 

※
傍
線
部
は
『
通
典
』
と
大
凡
対
応
す
る
箇
所

 
 

 
 

周
禮
「
校
人
掌
王
馬
之
政
、
天
子
十
二
閑
、
馬
六
種
。」
閑
爲
一
廄
、
馬
二
百

一
十
六
、
應
乾
之
策
也
。
六
廄
成
校
、
五
良
一
駑
、
是
之
謂
小
備
。
校
有
左
右
、

閑
成
十
二
、
合
月
之
道
也
。
駑
馬
三
良
馬
之
數
、
凡
三
千
四
百
五
十
六
、
是
之

謂
大
備
。
秦
並
一
海
内
、
六
萬
騎
之
國
馬
、
盡
歸
之
帝
家
、
則
周
制
陋
矣
。
漢

孝
武
當
文
・
景
儉
約
之
積
、
雄
衛
・
霍
張
皇
之
勢
、
勒
兵
塞
上
、
廄
馬
有
四
十

萬
匹
。
及
東
漢
・
魏
・
晉
、
國
馬
陵
夷
、
不
可
複
逮
武
帝
時
矣
。
後
魏
以
胡
馬

入
洛
、
蹴
蹋
千
里
、
軍
陣
之
容
雖
壯
、
和
鸞
之
儀
亦
闕
。
大
唐
接
周
・
隋
亂
離

之
後
、
承
天
下
征
戰
之
弊
、
鳩
括
殘
燼
、
僅
得
牝
牡
三
千
。
從
赤
岸
澤
徙
之
隴

右
、
始
命
太
僕
張
萬
歳
葺
其
政
焉
。
而
奕
代
載
德
、
纂
修
其
緒
、
肇
自
貞
觀
、

成
於
麟
德
。
四
十
年
間
、
馬
至
七
十
萬
六
千
匹
、
置
八
使
以
董
之
、
設
四
十
八

監
以
掌
之
。
跨
隴
西
・
金
城
・
平
涼
・
天
水
四
郡
之
地
、
幅
員
千
里
、
猶
爲
隘

狹
、
更
析
八
監
、
布
於
河
曲
豐
曠
之
野
、
乃
能
容
之
。
於
斯
之
時
、
天
下
以
一

縑
易
一
馬
、
秦
漢
之
盛
、
未
始
聞
也
。
張
氏
中
廢
、
馬
官
亂
職
、
或
夷
狄
外
攻
、

或
師
圉
内
寇
。
垂
拱
之
後
、
二
十
餘
年
、
潛
耗
大
半
、
所
存
蓋
寡
。
開
元
神
武

皇
帝
登
大
寶
、
受
靈
符
、
水
瑞
感
而
河
龍
出
、
星
精
應
而
天
駟
下
、
二
年
春
、

帝
乃
簡
心
腑
善
畜
之
將
、
卜
福
祐
宜
生
之
長
、
俾
領
内
外
閑
廄
使
焉
、
即
開
府

霍
國
公
其
人
也
。
公
名
毛
仲
、
姓
王
氏
、
開
元
佐
命
之
元
勳
、
東
國
亡
王
之
後

裔
。
…
…
元
年
牧
馬
二
十
四
萬
匹
、
十
三
年
乃
四
十
三
萬
匹
。
初
有
牛
三
萬
五

千
頭
、
是
年
亦
五
萬
頭
。
初
有
羊
十
一
萬
二
千
口
、
是
年
乃
亦
二
十
八
萬
六
千

口
。
皇
帝
東
巡
狩
、
封
岱
宗
，
輦
輅
既
陳
、
羽
衛
咸
備
、
大
駕
百
里
、
煙
塵
一

色
。
其
外
又
有
閑
人
萬
夫
、
散
馬
千
隊
、
骨
必
殊
貌
、
毛
不
雜
群
、
行
如
動
地
、

止
若
屯
雲
、
百
蠻
震
聳
、
四
方
抃
躍
、
威
懷
紛
紜
、
壯
觀
揮
霍
。
迴
衡
飲
至
、

朝
廷
宴
樂
、
上
顧
謂
太
僕
少
卿
兼
秦
州
都
督
監
牧
都
副
使
張
景
順
曰
「
吾
馬
幾

何
。
其
蕃
育
、
卿
之
力
也
。」
對
曰
「
帝
之
福
也
、
仲
之
令
也
、
臣
何
力
之
有
。」

因
具
上
其
狀
、
帝
用
嘉
焉
。
霍
公
口
無
伐
辭
、
貌
無
德
色
、
朝
髦
庠
齒
、
歆
以

多
之
。
於
是
明
威
將
軍
行
右
衛
郎
將
南
使
梁
守
忠
・
忠
武
將
軍
行
右
羽
林
中
郎

將
西
使
馮
嘉
泰
・
右
千
年
長
史
北
使
張
知
古
・
左
驍
衛
中
郎
將
兼
鹽
州
刺
史
鹽

州
監
牧
使
張
景
遵
・
隴
州
別
駕
修
武
縣
男
東
宮
監
牧
韋
衡
・
都
使
判
官
果
毅
齊

一
四

小　

野　
　
　

響



琛
・
總
監
韋
績
、
及
五
使
長
戸
三
萬
一
千
人
僉
曰
「
…
…
」
既
而
大
君
有
命
、

舊
史
書
功
、
吟
詠
瓌
奇
、
篆
刻
金
石
。
秦
汧
渺
渺
、
尚
想
非
子
之
風
。
魯
野
區

區
、
猶
傳
史
克
之
頌
。
試
從
此
而
觀
彼
、
夫
何
足
以
言
哉
。
頌
曰
、（
以
下
略
）

（
11
） 

 

郁
賢
皓
・
胡
可
先
（
胡
可
先
増
訂
）『
唐
九
卿
考
（
増
訂
本
）』（
鳳
凰
出
版
社
、
二

〇
二
二
年
、
初
版
二
〇
〇
三
年
）、
一
一
五
–
一
一
六
頁
参
照
。

（
12
） 

 

こ
こ
で
気
に
か
か
る
の
が
、『
唐
会
要
』
と
『
旧
唐
書
』
と
の
日
付
の
食
い
違
い
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
の
筆
者
に
こ
の
問
題
を
追
及
す
る
準
備
は
な
い
。
本
稿
で

は
、
一
先
ず
『
通
典
』
が
神
龍
年
間
に
お
け
る
太
常
少
卿
の
定
員
数
変
更
の
記
事
の

み
を
採
用
し
、『
大
唐
六
典
』
に
見
え
る
貞
観
年
間
の
定
員
変
更
に
つ
い
て
は
取
り

上
げ
な
か
っ
た
事
実
の
み
を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
13
） 

 

池
田
温
「
中
国
律
令
と
官
人
機
構
」（『
仁
井
田
陞
博
士
追
悼
論
文
集
第
一
巻　

前
近

代
ア
ジ
ア
の
法
と
社
会
』
勁
草
書
房
、
一
九
六
七
年
、
一
五
六
頁
）
参
照
。

（
14
） 

 

監
牧
を
含
め
た
唐
の
馬
政
に
つ
い
て
は
、
馬
俊
民
・
王
世
平
『
唐
代
馬
政
』（
五
南

図
書
出
版
公
司
、
一
九
九
五
年
）
が
体
系
的
且
つ
網
羅
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
唐
に
お
け
る
馬
政
の
概
観
は
、
宋
常
廉
「
唐
代
的
馬
政
」
上
／
下
（『
大
陸

雑
誌
』
二
九
–
一
／
二
九
–
二
、
共
に
一
九
六
四
年
）、
横
山
貞
裕
「
唐
代
の
馬
政
」

（『
国
士
舘
大
学
人
文
学
会
紀
要
』
三
、
一
九
七
一
年
）、
齋
藤
勝
「
唐
代
の
馬
政
と

牧
地
」（『
日
中
文
化
研
究
』
一
四
、
一
九
九
九
年
）
等
も
参
照
。
加
え
て
、
唐
に
は

廐
牧
令
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
唐
の
馬
政
に
つ
い
て
は
、
天
聖
令
等
に
基
づ
い

た
復
元
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
検
討
す
る
太
僕
寺
等
の
官
署
レ

ベ
ル
に
お
け
る
監
牧
体
制
の
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、
あ
ま
り
深
く
関
係
し
な
い
た

め
、
唐
令
関
連
の
研
究
史
整
理
に
つ
い
て
は
省
略
に
従
う
。

（
15
） 

 

例
え
ば
、
仁
井
田
陞
「
唐
令
拾
遺
採
択
資
料
に
就
い
て
」（『
唐
令
拾
遺
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
六
四
年
復
刻
、
初
版
一
九
三
三
年
）
に
、「
通
典
は
、
そ
の
成
つ
た

當
時
の
現
行
法
た
る
開
元
二
十
五
年
令
に
據
る
所
の
多
か
つ
た
こ
と
は
見
易
き
理
で

あ
り
、
通
典
に
同
年
度
令
を
列
擧
す
る
も
の
も
頗
る
多
い
」（
同
氏
「
唐
令
拾
遺
採

択
資
料
に
就
い
て
」（
六
六
頁
）
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。

（
16
） 

 

寧
志
新
『
隋
唐
使
職
制
度
研
究
（
農
牧
工
商
編
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
、
一

七
五
頁
）
参
照
。

（
17
） 

 

前
掲
寧
志
新
『
隋
唐
使
職
制
度
研
究
（
農
牧
工
商
編
）』（
一
七
一
–
一
八
七
頁
）
参

照
。

（
18
） 
 

前
掲
馬
俊
民
・
王
世
平
『
唐
代
馬
政
』（
三
〇
頁
）
参
照
。
な
お
、『
唐
会
要
』
巻
六

十
六
、
郡
牧
使
条
に
、

 
 

 

儀
鳳
三
年
十
月
、
太
僕
少
卿
李
思
文
檢
校
隴
右
諸
牧
監
使
、
自
茲
始
有
使
號
。

 
 

と
あ
り
、
監
牧
に
関
す
る
使
職
の
始
ま
り
は
儀
鳳
三
（
六
七
八
）
年
と
さ
れ
、
前
掲

『
通
典
』
❺
に
も
同
様
の
内
容
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
前
掲
寧
志
新
『
隋
唐
使
職

制
度
研
究
（
農
牧
工
商
編
）』
も
儀
鳳
三
年
を
監
牧
に
関
す
る
使
職
の
始
点
と
論
じ

て
い
る
（
一
七
二
頁
）。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
麟
徳
年
間
（
六
四
四
–
六
四

五
年
）
に
見
え
る
「
使
」
と
は
一
体
如
何
な
る
使
職
な
の
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
し

よ
う
。
ま
た
、
本
文
で
後
掲
す
る
『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
三
、
関
内
道
三
、
原
州
条

に
は
、
貞
観
年
間
か
ら
監
牧
使
が
存
在
し
た
か
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
唐
代
政
治
制
度
史
に
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
て
、『
通
典
』
の
叙
述

内
容
を
検
討
す
る
本
稿
の
主
題
を
大
き
く
外
れ
る
た
め
、
問
題
の
指
摘
に
止
め
て
お

く
。

（
19
） 

 

か
か
る
馬
の
損
耗
や
、
そ
れ
以
後
の
馬
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
唐
長
孺
『
唐
書
兵
志

箋
正
』
巻
四
（『
唐
長
孺
文
集
』
五
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
、
初
版
一
九
五
七

年
）、
前
掲
宋
常
廉
「
唐
代
的
馬
政
」
上
／
下
、
前
掲
横
山
貞
裕
「
唐
代
の
馬
政
」、

前
掲
齋
藤
勝
「
唐
代
の
馬
政
と
牧
地
」
等
に
よ
っ
て
、
突
厥
第
二
可
汗
国
出
現
等
の

そ
の
時
々
の
政
治
情
勢
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
さ

れ
た
い
。

（
20
） 

 

本
文
に
引
い
た
『
大
唐
六
典
』
の
注
に
は
総
計
で
六
使
が
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
で
管

轄
さ
れ
る
監
牧
の
数
の
総
計
が
六
十
五
に
届
か
な
い
た
め
、
或
い
は
脱
誤
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
た
め
に
こ
こ
か
ら
使
の
数
を
導
く
事
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

六
十
五
と
い
う
本
文
の
記
す
監
牧
の
数
に
つ
い
て
は
依
拠
し
て
も
問
題
な
い
で
あ
ろ

う
。

（
21
） 

 

李
錦
繍
『
唐
代
制
度
史
略
論
稿
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
三
三

一
五

『
通
典
』
職
官
典
叙
述
小
考



五
頁
）
参
照
。

（
22
） 

 

前
掲
唐
長
孺
『
唐
書
兵
志
箋
正
』
巻
四
（
一
二
六
頁
）
参
照
。

（
23
） 

 
前
掲
『
通
典
』
❷
に
つ
い
て
は
、
直
接
に
対
応
す
る
文
言
は
な
い
も
の
の
『
大
唐
六

典
』
巻
十
七
、
太
僕
寺
、
乘
黄
署
条
に
五
輅
の
事
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
開
元
時
点

に
お
い
て
太
僕
の
管
轄
下
に
五
輅
が
あ
っ
た
事
は
疑
い
な
い
。『
通
典
』
は
乘
黄
署

条
で
五
輅
に
言
及
し
な
い
か
ら
、
或
い
は
そ
の
た
め
に
太
僕
卿
条
の
方
へ
記
述
を

持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
 

次
い
で
、
前
掲
『
通
典
』
❸
に
つ
い
て
は
、『
大
唐
六
典
』
巻
十
七
、
太
僕
寺
条
に
、

 
 

 
 

太
僕
卿
之
職
、
掌
邦
國
廐
牧
・
車
輿
之
政
令
、
總
乘
黄
・
典
廐
・
典
牧
・
車
府

四
署
及
諸
監
・
牧
之
官
屬
、
少
卿
爲
之
貳
。

 
 

と
あ
っ
て
、
太
僕
寺
の
管
轄
官
署
が
開
元
の
制
度
と
『
通
典
』
の
叙
述
と
で
一
致
す

る
事
が
分
か
る
。
斯
く
前
掲
『
通
典
』
❷
❸
の
内
容
が
、
大
凡
『
大
唐
六
典
』
と
矛

盾
し
な
い
点
か
ら
見
て
、
こ
れ
ら
は
開
元
の
頃
の
制
度
だ
と
見
て
、
大
き
な
問
題
は

な
い
だ
ろ
う
。

（
24
） 

 

前
掲
石
野
智
大
「『
通
典
』
郷
官
条
の
唐
代
村
落
制
度
記
事
に
つ
い
て
―
法
制
史
料

と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」（
五
〇
頁
）
参
照
。

（
25
） 

 『
通
典
』
巻
二
十
三
、
職
官
典
五
、
尚
書
兵
部
、
駕
部
郎
中
条

 
 

駕
部
郎
中
一
人
。﹇
周
禮
夏
官
之
屬
有
輿
司
馬
、
又
有
校
人
、
主
馬
之
官
、
又
有
牧

師
、
掌
牧
放
、
又
有
巾
車
、
掌
公
車
之
政
及
王
之
五
輅
、
此
皆
駕
部
之
本
也
。
魏
晉

尚
書
有
駕
部
郎
。
宋
時
駕
部
屬
左
民
尚
書
。
齊
亦
有
之
。
後
魏
與
北
齊
並
曰
駕
部

郎
中
。
後
周
有
駕
部
中
大
夫
、
屬
夏
官
。
隋
初
爲
駕
部
侍
郎
、
屬
兵
部
。
隋
辛
公
義

爲
駕
部
侍
郎
、
勾
檢
馬
牧
、
所
獲
十
餘
萬
疋
。
文
帝
喜
曰
「
唯
我
公
義
、
奉
國
竭

忠
。」
煬
帝
除
侍
字
。
武
德
三
年
、
加
中
字
。
龍
朔
二
年
、
改
爲
司
輿
大
夫
、
咸
亨

初
復
舊
。
天
寶
中
、
改
駕
部
爲
司
駕
、
至
德
初
復
舊
。
掌
輿
輦
・
車
乘
・
郵
驛
・
廄

牧
、
司
牛
馬
驢
騾
、
闌
遺
雜
畜
。
開
元
十
八
年
閏
六
月
勅
「
比
來
給
傳
使
人
、
爲
無

傳
馬
、
事
頗
勞
煩
。
自
今
以
後
、
應
乘
傳
者
、
宜
給
紙
券
。」
二
十
三
年
十
月
勅
「
新

給
都
督
・
刺
史
並
關
三
官
州
上
佐
、
並
給
驛
發
遣
。」
二
十
八
年
六
月
勅
「
有
陸
驛

處
、
得
置
水
驛
。」
自
二
十
年
以
後
、
常
置
館
驛
使
、
以
他
官
爲
之
。﹈

（
26
） 

 

前
掲
横
山
貞
裕
「
唐
代
の
馬
政
」、
前
掲
齋
藤
勝
「
唐
代
の
馬
政
と
牧
地
」
等
参
照
。

（
27
） 

 

杜
佑
の
出
仕
年
代
や
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
李
之
勤
『
杜
佑
年
譜
新
編
』（
三
秦

出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
四
九
–
五
三
頁
）
を
参
照
。

（
28
） 
 

林
美
希
「
廐
馬
と
馬
印
―
馬
の
中
央
上
納
シ
ス
テ
ム
―
」（
同
『
唐
代
前
期
北
衙
禁

軍
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
29
） 

 

内
藤
乾
吉
「
唐
六
典
の
行
用
に
就
い
て
」（
同
『
中
国
法
制
史
考
証
』
有
斐
閣
、
一

九
六
三
年
、
初
出
一
九
三
六
年
）
は
、
杜
佑
が
『
大
唐
六
典
』
を
参
照
し
て
『
通
典
』

を
編
纂
し
た
事
を
指
摘
し
て
い
る
（
七
八
頁
）。

（
30
） 

 

何
故
、
杜
佑
は
馬
政
に
そ
れ
程
注
目
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
の
検
討
の
た
め

に
は
、『
通
典
』
全
体
に
亘
っ
て
馬
に
関
わ
る
叙
述
を
点
検
し
、
且
つ
杜
佑
本
人
の

政
治
的
立
場
・
思
想
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
追
求
す
る
ゆ
と
り

は
本
稿
に
無
い
た
め
、
後
考
を
期
し
た
い
。

（
31
） 

 

或
い
は
杜
佑
の
個
人
的
な
資
質
の
問
題
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、

夙
に
厳
耕
望
「
論
唐
代
尚
書
省
之
職
権
与
地
位
」（『
厳
耕
望
史
学
論
文
集
』
上
、
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
一
九
五
二
年
）
は
、『
唐
国
史
補
』
巻
下
の
、

 
 

 
 

大
曆
已
後
、
專
學
者
有
蔡
廣
成
『
周
易
』、
強
蒙
『
論
語
』、
啖
助
・
趙
匡
・
陸

質
『
春
秋
』、
施
士
丐
『
毛
詩
』、
刁
彝
・
仲
子
陵
・
韋
彤
・
裴
茝
講
『
禮
』、
章

廷
圭
・
薛
伯
高
・
徐
潤
並
通
經
。
其
餘
、
地
理
則
賈
僕
射
、
兵
賦
則
杜
太
保
、

故
事
則
蘇
冕
・
蔣
乂
、
曆
算
則
董
和
﹇
名
嫌
憲
宗
廟
諱
﹈、
天
文
則
徐
澤
、
氏

族
則
林
寶
。

 
 

と
い
う
記
事
を
引
き
つ
つ
、
杜
佑
の
制
度
に
関
す
る
知
識
不
足
を
指
摘
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
（
三
一
〇
–
三
一
二
頁
）。
も
し
、
か
か
る
杜
佑
本
人
の
制
度
史
へ
の
知

識
不
足
が
、
本
稿
で
指
摘
し
た
如
き
馬
政
の
情
報
量
の
手
薄
さ
に
影
響
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
職
官
典
全
体
に
お
け
る
叙
述
内
容
の
再
検
討
も
必
要
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
職
官
典
全
体
を
見
据
え
た
検
討
が
必
要
と

な
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

一
六

小　

野　
　
　

響


